	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	物理Ⅰ
	３
	


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	１　日常生活にもっとも密接な電気について理解し，電気によっておこるさまざまな現象とそのしくみを理解する。
２　物体の運動と物体にはたらく力との関係を理解し，あらゆる物体の運動が基本的な法則に基づいていることを理解する。また，仕事とエネルギーの関係を理解し，さまざまなエネルギーが相互に変換されるしくみについて学習する。
３　波の基本的な性質を学び，反射・屈折・回折現象の法則性を理解する。身近な音や光に関し学習する。


	使用教科書・副教材等
	高等学校 物理Ⅰ 改訂版（物Ⅰ013），センサー2007 物理Ⅰ


２　学習計画

	学期
	学習項目
	学習の具体的内容
	備考
	考査

範囲

	１
	オリエンテーション

第1部 生活と電気

　第１節　電気と
　　　　　私たちの生活
　第２節　電気の正体
　第３節　静電気
　第４節　電流
　第５節　モーターと

発電機
　第６節　交流と電波
	物理についての学習の意義や内容，評価の方法を理解する。

・日常生活の中にある電気を例にとり，実験的に理解する。通信や照明の原理を理解する。
・電気の流れが電子の移動であることから電気の正体を理解する。
・静電気から電気の量や電荷の概念を理解する。
・電流のはたらきおよび磁石との関係を理解する。
・発電のしくみや電磁調理器具のしくみも併せて理解する。
・電磁誘導から交流と電波の発生を理解する。
	○実験１
　静電気の正負

○実験２
　はく検電器の実験
	第
一
学
期
中
間
考
査

	
	第２部　運動と力
第１章　物体の運動
　第１節　速度
　第２節　加速度
　第３節　落体の運動
	さまざまな乗り物や球技におけるボールの運動などから物体の運動について考える。

・経過時間と移動距離との関係から，時刻と位置との関係を知る。
・速さと速度の違いについて知る。
・直線上の運動では，変位，速度，加速度の向きは符号で区別することを知る。
・速度の分解，合成，相対速度について理解する。
・等速直線運動と等加速度直線運動について理解する。
・自由落下をはじめ，落体の運動が等加速度運動であることを理解する。
	
	第
一
学
期

末
考
査

	１
	第２章　力と運動
第１節　力
第２節　運動の法則
第３節　運動方程式の

　　　　　応用

第４節　圧力と浮力

第５節　大きさのある物体に
　　　　　はたらく力

	・力と運動について理解する。
・フックの法則や，力の合成や分解について理解する。
・物体に生じる加速度が，物体にはたらく力および物体の質量とどのような関係にあるか理解する。
・運動の３法則を理解する。特に，摩擦力などさまざまな力が物体にはたらく場合について，運動方程式のたて方を理解する。
・圧力や浮力について理解する。
・大きさのある物体にはたらく力のモーメントについて理解する。

・物体の重心の位置とその求め方について理解する。
	○実験１
　フックの法則
○実験２
　２力の合力
○実験３
　一定の力がはたらいたときの物体の運動
○実験４
　力と加速度の関係を調べる
○実験５
　質量と加速度の関係を調べる

○実験６

　静止摩擦係数の測　定
	第
一
学
期
末
考
査

	
	
	
	
	

	２
	第３部　エネルギー
第１章　仕事とエネルギー
　第１節　仕事
　第２節　運動エネルギー
　第３節　位置エネルギー
　第４節　力学的エネルギー


	エネルギーと仕事との関係を理解する。
・仕事の原理や仕事と仕事率および速度との関係を理解する。
・力学的エネルギーを理解しエネルギーの変換に際しエネルギーが保存されることを理解する。
	○実験１
　運動エネルギー

	第
二
学
期
中
間
考
査

	
	第２章　熱とエネルギー
　第１節　熱と温度
　第２節　気体の状態の変化
　第３節　電気とエネルギー
　第４節　エネルギーの

　　　　　変換と保存
	・熱や温度および熱量について理解する。また，熱量の保存について理解する。
・電気の熱作用や電力と電力量について理解する。
・エネルギーの変換から熱力学や熱機関について理解する。
	○実験２
　電流の熱作用
	

	
	第４部　波動
第１章　波の性質
　第１節　波の伝わり方
　第２節　波の重ね合わせ
　第３節　波の干渉と回折
　第４節　波の反射と屈折

	波動現象を理解し，波の基本的法則を理解する。
・波には，横波と縦波があることを理解する。媒質の違いや発生についても理解する。
・波の基本法則である反射や屈折の法則を理解する。
・もっとも身近な音の現象について理解する。
	○観察１
　波面の観察
○観察２
　２つの円形波の干

　渉

	第
二
学
期
末
考
査

	
	第２章　音
　第１節　音波
　第２節　音波の性質
　第３節　音源の振動
	・音が縦波であり，空気の振動が伝わっていく現象であることを理解する。
・音の三要素や超音波の利用な
	○実験１
　気柱の共鳴

	

	
	第４節　ドップラー効果
	どについて理解する。
	
	

	３
	第３章　光
　第１節　光の進み方
　第２節　光の性質
　第３節　レンズ
　第４節　光の回折と干渉
	・発音体の振動や原理を通して，楽器との関係を理解する。
・音の特徴的なこととしてドップラー効果とその応用を理解する。
	○実験１
　ヤングの実験


	

	３
	
	・光が波であると同時に媒質のない真空中も伝わることを理解する。
・光の直進性や反射屈折についても理解する。
・可視光を始め光の種類とその性質について理解する。
・レンズの構造とはたらきを理解する。
・光の回折と干渉から身の回りに起こる光の現象を理解する。
	
	学

年

末
末
考
査


３　評価の観点，内容および評価方法
	評価の観点および内容
	評価方法

	関心・意欲・態度
	・自然現象に関心をもち，科学的な見方をしているか。
・授業，実験に意欲的に参加し，論理的に探究しようとする態度が見えるか。
	・学習活動への参加の仕方や態度
・実験レポート
・課題プリントへの取り組み
・ノートの作成状況

	思考・判断
	・さまざまな物理現象を論理的に考察・分析し，その本質を原理や法則から説明できるか。
・観察や実験を通して，物理現象を論理的に分析的し，問題を解決し，実験結果(事実)に基づいて科学的に判断できるか。
	・実験レポート
・定期考査の思考・応用問題
・課題プリントへの取り組み
・ノートの作成状況

	観察・実験の
技能・表現
	・観察や実験の技能を修得できたか。
・観察や実験を通して科学的に探究する方法を習得できたか。
・課題や実験のレポートにおいて，的確に表現する方法を習得しているか。
	・実験レポート
・定期考査の観察・実験に関する問題
・課題プリントへの取り組み
・ノートの作成状況

	知識・理解
	・観察や実験を通して，さまざまな自然現象の背景には原理や法則があることを理解できたか。

・自然現象を定量的に考察するため，物理量（概念）を定義し，利用することが理解できたか。
	・実験レポート
・定期考査の知識・理解に関する問題


４　アドバイス等
	アドバイス
	１　日常の生活の中で起こるさまざまな自然現象に興味をもち，その法則性について考える態度をもつこと。
２　疑問に思ったことを確かめて見ようという態度をもつこと。
３　学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけること。


